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ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄは社会基盤の-つとして重要な地位を占めている｡そのﾄﾗﾌｲﾂｸの

約8割はwwwが占めるとされている｡ WWWのｻ-ﾋﾞｽを滞りなく提供するために､

ｻ-ﾊﾞ管理者は常にｻ-ﾊﾞの状態を正確に把撞する必要がある｡

本論文では､ｻ-ﾊﾞ管理を支援するために提案した新しいｼｽﾃﾑの構築とその有用性

について述べている｡

まず､ wwwｻ-ﾋﾞｽがｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑが送受信するﾊﾟｹｯﾄによって構成されるこ

とに着目し､ﾊﾟｹｯﾄﾓﾆﾀによるｻ-ﾊﾞの性能計測手法を提案した｡ Enhanced Network

Measurement Agent(ENMA)と名付けたこのｼｽﾃﾑの設計と実装､および甲子園におけ

る夏期高校野球実況に際しての運用経験について述べている｡これまで管理者は自身の勘

と経験を基にしてｻ-ﾊﾞの運用状態を推定してきたが､ ENMAを用いることで,ｻ-ﾊﾞ

の負荷状態をﾘｱﾙﾀｲﾑで監視できるようになった｡

次にｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑの内部情報を抽出する手法について検討している｡従来ｶ-ﾈﾙﾓ

ﾆﾀﾘﾝｸﾞは負荷が高く実用的でないと考えられて声た｡本論文では､新たに低負荷の実

用的なｶ-ﾈﾙﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ(Rep2)を設計して実装し､実際に運用されている

ｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑに適用してその有効性を示した｡

最後にENMAおよびrep2を用いた性能計測ｼｽﾃﾑの応用として代理ｻ-ﾊﾞを計測

し､性能計測の有用性を示し､これらの情報を利用したｻ-ﾊﾞ管理支援の手順を確立した｡



(論文審査結果の要旨)

本論文は､ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄにおけるWWWｻ-ﾊﾞを村象に､ﾊﾟｹｯﾄﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを

用いた新しい性能計測ｼｽﾃﾑを提案し､ｼｽﾃﾑの設計と実装､甲子園高校野球中継で

の実運用による評価を通してその有効性を示したものである｡そして､このｼｽﾃﾑを用

いたｻ-ﾊﾞ管理の支援について述べている｡

本研究の主な成果は以下に要約される.

1.従来のﾛｸﾞ解析手法やﾍﾞﾝﾁﾏ-ｸﾃｽﾄなどのWWWｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑの性能計測手

法ではｻ-ﾋﾞｽ品質を十分に考慮できない｡ｻ-ﾊﾞが送受信するﾊﾟｹｯﾄによって構成さ

れることに着目し､外部からのﾊﾟｹｯﾄﾓﾆﾀによる性能計測手法を提案した｡そしてｼ

ｽﾃﾑ: E血anced Network Measurement Agent(ENMA)の設計､実装､実環境における評

価を通じてその有効性を示した｡

2.上記の提案ｼｽﾃﾑを用いてｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑの状態遷移実験を行った｡ｻ-ﾊﾞの状態

を走義し､状態遷移をﾓﾃﾞﾙ化した｡そして､ｻ-ﾊﾞの状態遷移をより正確に把撞するた

めにはｶ-ﾈﾙﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞが必要であることを明らかにした｡

3.従来のｶ-ﾈﾙﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ手法はｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑに負荷を与えるため有効でないと

考えられてきた｡本研究ではｻ-ﾊﾞﾍの負荷の少ないｶ-ﾈﾙﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

(rep2)の提案して実装した｡このｼｽﾃﾑを用いれば容易にｶ-ﾈﾙの内部性能指標を得

ることができる｡

4.ｻ-ﾊﾞ管理者の管理業務､すなわち､障害回避､ｷﾔﾊﾟｼﾃｲﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞおよびﾊﾟ

ﾌｵ-ﾏﾝｽﾁｭ-ﾆﾝｸﾞについて議論し､本論文で提案した2種類のﾓﾆﾀｼｽﾃﾑが

ｻ-ﾊﾞ管理支援に村し有用であることを示した｡

以上のように､本論文はｻ-ﾊﾞ管理への利用を目的とした新しいWWWｻ-ﾊﾞ性能計

測ｼｽﾃﾑを提案するとともに､その実装と評価を通して有効性を示したもので､ｲﾝﾀ

-ﾈｯﾄにおけるﾈｯﾄﾜ-ｸﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの分野において､学術上ならびに実用上寄与

するところが少なくない｡

よって本論文は博士(工学の)学位論文としてふさわしいものと認められる｡


